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【全国大会報告】 

日本技術史教育学会 

2016年度全国大会(松江)開催報告 
2016年度全国大会実行委員会      

実行委員長 久間英樹（松江高専） 

 
日本技術史教育学会2016年度全国大会研究発

表会が2016年12月10日､松江市ｻﾝﾗﾎﾟｰむらくも2階

大会議室瑞雲を会場に開催され､総計27名の方々に

ご参加いただきました｡特別講演では藤岡大拙氏(松

江歴史館館長)に御登壇いただき｢松江城築城と国

宝への軌跡｣と題してご講演いただきました｡1611年

に完成した松江城の築城から2014年に国宝に指定

されるまでの歴史と､松江城を守り維持するために数

え切れない人々の努力があったことをわかりやすく説

明され大変興味深い講演でした｡  

一般研究発表講演会では13件の講演が行われま

した｡いずれの講演においても活発な質疑応答がな

され､有意義な研究発表会になりました｡ 以下に発

表内容の紹介を致します｡ 

《研究発表講演(1)技術史･技術文化史Ⅰ》 

(1)｢国立国会図書館憲政資料室『下村宏関係文書』

に見る八田與一と嘉南大圳｣○武長玄次郎､(2)｢ｲﾝﾀﾞ

ｽ文明遺跡の実地調査研究―第2報 ｲﾝﾄﾞのﾛｰﾀﾙ遺

跡―｣○渡部紘一､(3)｢たたら(製鉄)とﾀﾀｰﾙ(韃靼)｣○

下間頼一､塩津宣子､(4)｢玉の道｣○塩津宣子､下間

頼一 

《研究発表講演(2) 工業技術･工学教育》 

(5)｢戦後復興期における青年期教育の検討-中等教

育を巡る問題を中心として｣○佐野浩､(6)｢3次元ﾚｰ

ｻﾞｽｷｬﾅを用いた鉛採掘坑道の調査｣○久間英樹､森

内敦史､本多将和､福岡久雄､(7)｢ｴｺﾗﾝの歴史と松江

高専の歩み｣○本多将和 

《研究発表講演(3)技術史･技術文化史Ⅱ》 

(8)｢古代車両の輪構造と牙飾｣○佐々木堯､(9)｢島根

県における社寺参詣鉄道の系譜と技術文化史的意

義-旧大社駅を通して-｣○堤一郎､城市孝志､和田昇

司､陰山健二､小川千春､(10)｢京都が生んだ科学技

術の粋-島津ﾀﾞｲｱﾅ号-｣○星朗 

《研究発表講演(4) 技術教育･技術教育史学》 

(11)｢福山上水の歴史についての考察-赤穂上水との

比較-｣○南正晴､(12)｢計算尺製作による技術(史)教

育｣○吉田喜一､(13)｢機械製図の文化の変革に関す

る研究-第15報 製図の文化･製図論について(その

2)｣ ○平野重雄､喜瀬晋､関口相三､奥坂一也 

更に今回､初の試みとして松江工業高等専門学校

学生によるﾎﾟｽﾀｰ発表会も行われました｡ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末

を利用した発表やﾛﾎﾞｯﾄの実演等工夫を凝らした14

件の発表がありました｡50分間という短い時間ではあ

りましたが活発な議論がなされ学生にとっては大変

勉強となる発表会でありました｡発表会終了後､一般

研究発表講演会参加者による投票が行われ下記の

発表に対して表彰が行われました｡ﾍﾞｽﾄﾎﾟｽﾀｰ賞｢下

向き坑道用探査ﾛﾎﾞｯﾄの開発｣森内敦史(電子情報ｼ

ｽﾃﾑ工学専攻2年)､角田詩歩子､犬山堪太(電子制御

工学科5年)､ﾍﾞｽﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ賞｢手指ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝのため

の筋電位による動作推定｣松本航(電子情報ｼｽﾃﾑ工

学専攻1年)｡ 

全国大会初日の全日程終了後､引き続き懇親会が

行われ､会員相互の交流と親睦のときとなりました｡翌

日の見学会ともども､全国大会を無事開催することが

でき､大変嬉しく思います｡皆様のご協力に改めて感

謝申し上げ､報告とさせていただきます｡ 
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【 見学会報告 】 

     日本技術史教育学会2016年度 
     全国大会（松江）見学会報告 

 

久間 英樹（松江高専） 
 

12月11日(日)8時30分に松江城駐車場に集合し会

員7名､学生2名で見学会が始まりました｡案内役には

松江ﾂｰﾘｽﾞﾑ研究会松江観光ｶﾞｲﾄﾞの橋井さんにお願

いしました｡ 

先ず大手門を越え石垣を見ながら進みました｡石

垣はごぼう積みと呼ばれる積み方がしてありました｡こ

れは石の膨らみの大きい部分を内側に､小さい面を

表に出して積む方法です｡一見粗雑に見えますが､

石垣で最も頑丈な積み方であるそうです｡石積み工

事にあたっては3年の労力を要したようです｡一ﾉ門を

越えると左手に天守閣が見えてきました｡壁は白壁が

少なく､黒く厚い板でおおわれていました｡ 

天守に入ると国宝の決め手となった創建時の｢祈

祷札｣があった井戸がある地階を見学しました｡総桐

の急な階段を登っていく途中で｢柱が2階分の通し柱

｣となっていると説明を受けました｡これは松江城が築

城された慶長期は全国的に築城ﾗｯｼｭで太くて長い

柱が不足していたそうです｡このため強度を保つため

に全国に先駆けて松江城で採用されたそうです｡そ

の後この方法は大坂城や名古屋城にも取り入れられ

たようです｡また芯になる柱を1~4面の板で包み金輪

やかすがいで束ねて太くてより頑丈な柱にしたそうで

す｡更に鉄砲や弓矢で敵を攻撃するための窓｢狭間｣

や｢石落とし｣等も触ったり､のぞいたりして実戦型天

守を体感しました｡最上階は四方を見渡せる望楼式

(ぼうろうしき)であり松江市内や宍道湖が一望できま

した｡ 

次の目的地である小泉八雲記念館まで徒歩で移

動しました｡当日は小雨が降っていましたが綺麗な虹

を見ることができました｡小泉八雲記念館は2016年7

月にﾘﾆｭｰｱﾙｵｰﾌﾟﾝしたばかりで館内は大変綺麗で

した｡日本の怪談話を世界へ発信した小泉八雲(ﾗﾌｶ

ﾃﾞｲｵ･ﾊｰﾝ)は1890年8月に松江市の尋常中学校に

英語教師として赴任しました｡第1展示室では｢その眼

が見たもの｣｢その耳が聞いたもの｣｢その心に響いた

もの｣というｺﾝｾﾌﾟﾄのもとに生涯を編年で紹介し､第2

展示室では八雲の事績や思考の特色などが紹介さ

れていました｡また八雲が約5ｶ月過ごした｢小泉八雲

旧居｣も見学しました｡八雲が庭のある侍の屋敷に住

みたいということでここを借りていたようです｡午前最

後は松江城を囲む約3.7kmの堀川を約50分かけて小

舟でめぐる｢堀川遊覧｣でした｡船頭自ら火起こしをし

た｢豆炭｣を使い船内に｢やぐらこたつ｣が設置された

遊覧船で出港しました｡16ある橋のくぐり抜けでは､船

の屋根を下げないとくぐれない橋もありｽﾘﾘﾝｸﾞな場面

も体験できました｡ 

午後は昨日特別講演をして頂きました藤岡先生が

館長をされておられる｢松江歴史館｣を見学しました｡

この建物は松江城や町の仕組み､移り変わり､そして

現在の町に隠された秘密について､映像､模型､書割

､切り絵等で紹介されていました｡また館内には松江

和菓子研究家で現代名工の一人である伊丹二夫氏

の上生菓子を味わうことが出来る喫茶室もありました｡ 

ここで公用車に乗り換え神魂(かもす)神社へ移動しま

した｡ここからの案内役には松江観光ｶﾞｲﾄﾞの荒木さ

んにお願いしました｡本社殿は現存する日本最古の

大社造りであり1952年に国宝に指定されています｡本

殿の屋根の前後を飾る千木の先端が水平に切って

あるため祭神が女神であることを示していると説明さ

れました｡また社務所脇に安置されてる古い鉄釜は､

古代このあたりが鉄の産地であったことを示す遺物の

一つであり古代出雲文化はこのあたりを中心に栄え

ていたのではないかと説明されました｡ 

最後に八重垣神社を見学しました｡出雲の古い民

謡に｢早く出雲の八重垣様に､縁の結びが願いたい｣

という一節があるように出雲の縁結びの大神であると

説明されました｡重要文化財に指定されている六神

像の壁画も見学しました｡その後16:00頃松江駅にて

解散となりました｡ 

徒歩移動の多い見学会に関わらず参加して下さ

いました皆様､どうもありがとうございました｡ 

国宝 神魂神社（日本最古の大社造り） 
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【支部行事開催案内】 

日本技術史教育学会 関西支部2016年度総会(通算第14回) 

研究発表講演会(通算第10回)開催案内 
支 部 長 渡部 紘一(松江高専名誉教授) 
幹    事 中辻 武(神戸高専名誉教授) 

 

主  催：日本技術史教育学会,同 関西支部 

協  賛：技術文化史研究会,日本ﾒｶﾆｽﾞﾑｱｰﾂ研究会 

日  時：2017年3月5日(日) 10:00～17:30 

場  所：大阪産業大学 梅田ｻﾃﾗｲﾄ ｷｬﾝﾊﾟｽA教室 

http://www.umeda-osu.ne.jp/ 

〒530-0001 大阪市北区梅田1-1-3大阪駅前 第3

ﾋﾞﾙ19階(同封の参加申込書裏面に地図記載) 

TEL: 06-6442-5522,FAX: 06-6442-5524 

 

《 プ ロ グ ラ ム 》 

 

受付開始 9:30より 

(講演開始後は会場内後方で随時受付) 

開会挨拶 10:00～10:10 

関西支部長 渡部 紘一(松江高専名誉教授) 

【研究発表1】機械工学史･工学史･科学史 

        座長 吉田喜一(都立産技高専 名誉教授) 

10:10～10:30 [1600] ｲﾝﾄﾞ･ｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ州の階段井戸

の実地調査研究-ﾊﾟｰﾀﾝの王妃の階段井戸とｱﾀﾞﾗ

ｰｼﾞの階段井戸-○渡部紘一(松江高専名誉教授) 

10:30～10:50 [1601] ﾘﾍﾞｯﾄ車輪について-山西省の

車を中心にして- ○佐々木 堯(関西大学大学院) 

10:50～11:10 [1602] 関西鉄道の研究-第1報 関西

鉄道の読み方について- ○山岡章宏(技蓺工房ﾏ

ﾌﾟｱﾝ)､坂本 勇(大阪産業大学名誉教授) 

       座長 田中道彦(信州大学 名誉教授) 

11:10～11:30 [1603] ﾕｰﾗｼｱのｱﾌﾟﾄ式登山鉄道の

実地調査研究 ○下間頼一(関西大学名誉教授)､

堤 一郎､塩津宣子 

11:30～11:50 [1604] いなみ野台地の農業用水開発

の歴史と考察-地形､水理の視点から- 

○南 正晴(元三菱重工) 

11:50～12:10 [1605] 歯車のﾄﾗｲﾎﾞﾛｼﾞｰ的進展史(2) 

○中辻 武(神戸高専名誉教授､上村航機(株)) 

 

12:10～13:00 《昼食休憩》｢河久(ｶﾜｷｭｳ)｣(大阪駅前 

第3ﾋﾞﾙ33階) 

 

【特別講演】座長 渡部紘一(松江高専 名誉教授) 

13:00～13:50 1606 日本における鉄道車両製造技

術史と関連遺産        ○堤 一郎(茨城大学) 

 

13:50～14:00≪休憩≫ 

 

【研究発表2】技術教育･技術史教育･技術論 

        座長 佐々木 堯(関西大学大学院) 

14:00～14:20 1607 ｷﾞﾘｼｬとﾛｰﾏを繋ぐｴﾄﾙﾘｱ文明 

○塩津宣子(技術文化史研究会)､下間頼一 

 14:20～14:40 [1608] 内田百閒と航空機 

○山舘 順(ｻﾚｼﾞｵ高専) 

14:40～15:00 [1609] 戦後復興期における青年期教

育の検討-勤労青年の教育と自主学習運動に注目

して-            ○佐野 浩(新潟経営大学) 

15:00～15:20 [1610] 戦後八田興一の銅像をめぐって 

○武長玄次郎(木更津高専) 

15:20～15:30《休 憩》 

【研究発表3】技術教育･技術史教育･技術論  

座長 佐野 浩(新潟経営大学) 

15:30～15:50  [1611] 金星日面通過とﾒｷｼｺからの

科学の黒船-横浜と明治の科学開国使節団- 

○田中道彦(信州大学名誉教授) 

15:50～16:10 [1612] ﾌﾞｰﾀﾝと日本の技術交流小史

(第5号)-ﾌﾞｰﾀﾝ東部地域の職業訓練学校の実情に

対する一考察- 

○白井 一(NPO法人国際建設機械専門協議会) 

16:10～16:30 [1613] ICTを活用した安全衛生教育

教材の開発          ○本多将和(松江高専) 

16:30～16:50 [1614] 可視化技術を用いた水質計測

ｼｽﾃﾑの開発-水質ﾃﾞｰﾀを環境情報へ-○堀江克

明(松江高専名誉教授)､鮎川和泰(環境ｼｽﾃﾑ(株)) 

16:50～17:10 [1615] ｢実践的高専力学｣構築の試み     

○吉田喜一(都立産技高専名誉教授) 

17:10～17:20 【支部総会】 

17:20～17:30 【集合写真撮影】 

18:00～20:00 【交 流 会】 

「たちばな」（大阪駅前 ﾋﾙﾄﾝﾌﾟﾗｻﾞ ｲｰｽﾄ地下2階 

Tel:06-4796-5770） 

 

【参 加 費】 

・ 研究発表講演会参加登録費：3000円、非会員

も同額の参加登録費が必要です。 

・ 昼食代：1620円（要予約）同ビル地下１階の飲

食店街が利用できますが混雑が予想されます。別

紙の参加申込書による予約をお勧めします。代金

は昼食会場で各自お支払いください。交流会参加

費：5000円。 

【見 学 会】 

別紙に案内致します。ご覧ください。 
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【 2017 度総会･研究発表講演会講演募集 】 
2017 年度総会･研究発表講演会を下記のとおり開

催いたします｡つきましては研究発表を募集いたしま
すので、ご希望の方は申込期日までに事務局宛お
申し込みください｡ 
開催期日：2017 年 6 月 10 日(土)，9:00～ 
開催場所：玉川大学（会場等は次号ﾆｭｰｽﾚﾀｰ掲載） 
研究発表の申込方法 
① 講演者名（登壇者は会員であること．氏名の前に

○印を付ける)及び所属名 
② 主題(ﾀｲﾄﾙ)､副題(ｻﾌﾞﾀｲﾄﾙ)  
③ 講演者連絡先(住所･TEL/FAX･ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ) 
④ 講演発表時使用機器(ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ等，PC は各自

持参) 
上記の①から④までを A4 判用紙に記載し､封書

で学会事務局宛郵送してください｡なお、今回から下
記のｱﾄﾞﾚｽに、件名を「2017 年度総会研究発表申込
（申込氏名）」とした添付ﾌｧｲﾙでの申込みも受付けい
たします。登壇講演者は 2017 年度会費を納入済み
であること、申込受付後の講演題目変更はできませ
ん。 
◇研究発表講演申込期限：2017 年 4 月 10 日(月)必着 
◇研究発表講演論文原稿提出期限:2017 年 5 月 10

日(水)必着（原稿未着の場合は講演申込辞退とみ
なし、講演論文集への掲載は致しません） 

◇研究発表講演申込先：ﾒｰﾙ happyou.jseht@gmail. 
com 宛または封書で〒113-0034 東京都文京区
湯島 1-12-5 小安ﾋﾞﾙ 6F ㈱ﾌﾟﾗｽ･ﾜﾝ気付 日本技
術史教育学会事務局 2017 年度総会実行委員会
宛お送りください。 
講演希望件数が多い場合は研究発表の時間を調
整させていただきます。あらかじめご了承ください｡ 

【 功績賞･業績賞の候補者募集 】 
日本技術史教育学会規定により､下記の要項によ

り､功績賞･業績賞を募集いたします｡表彰内容､表彰
者資格､表彰候補者の推薦につきましては表彰規定
のとおりです｡ 
1.募集要領 

1)A4 判用紙を使用 
2)表彰の名称(表彰の種類を明記) 
3)候補者の所属､部署､氏名(自薦は連絡先を追加) 
4)推薦理由(400 字程度) 
5)推薦者の所属､部署､氏名､連絡先(自薦は不要) 
6)送付先:学会事務局宛、「表彰応募」と封筒に朱
記して郵送 
〒113-0034 東京都文京区湯島 1-12-5 小安ﾋﾞﾙ
6F (株)ﾌﾟﾗｽ･ﾜﾝ気付 日本技術史教育学会事務局 

2.募集期限 2017 年 4 月 24 日(月)消印有効厳守 
3.問合せ先 学会事務局宛､FAX でお願いします｡ 

FAX：03-3835-2494 
4.贈賞､表彰時期 2017 年度総会 
5.その他 表彰規定については学会誌をご参照くだ

さい｡学会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにも掲載されています｡ 
【 訃 報 】 

会員の矢島不二男氏が2017年1月10日に逝去さ
れました。謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 

【 国際会議関連連絡 】 
「機械設計・機械技術史国際会議2017」の講演申

込期日を2017年1月31日としましたが、締切日延長の
要望があり、2月28日まで延期します。その他の変更
はございません｡詳細は案内書でご確認ください。 
【 学会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ変更のお知らせ 】 

第 108 号で学会のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ変更のお知ら

せをいたしました際に､新しいｱﾄﾞﾚｽに脱字がござい

ましたので、改めてご連絡いたします。 

http://jseht.world.coocan.jp/index.html 
【 前号記載事項の訂正 】 

 ﾆｭｰｽﾚﾀｰ第108号2016-2017年度役員紹介で､お
名前に記載間違いがございましたので、お詫びと訂
正をいたします。 

（誤) 白井靖之 → (正) 白井靖幸 
【 理事会議事録 】 

◆第144回（通算190回）理事会 
日時:2016年12月17日(土),15:00～18:00,場所:東
京大学（本郷ｷﾔﾝﾊﾟｽ）工学部6号館1階175号室,出
席者:堤・鈴木・武長・桑原・田中(明)・渡部・穂積 
議題 0) 前回(第143回)議事録案承認,1)各部門報
告<総務(ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ更新確認、会員動向､会費納入
状況)､編集(学会誌､ﾆｭｰｽﾚﾀｰ編集関連)､企画
(2016年度全国大会に関して､2017年度総会開催
関連)、国際会議開催に関して、2016年度関西支
部総会開催準備に関して）>,2)その他,3)次回理事
会:2017年2月を予定 

【 編 集 後 記 】 
新年あけましておめでとうございます。一月に入り

例年にない寒波と大雪の日本列島｡加えてｱﾒﾘｶ新政
権がどのようにこれからの日本と世界の経済に影響
を及ぼすのか気になる今日この頃です。さて20周年
記念事業として「機械設計・機械技術史国際会議
2017」を開催すべく準備を進めておりますが、講演申
込締切日を延長いたしました｡多くの会員のお申込
みをお待ちしております。(穂積洋一)  
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